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Ⅰ 介護施設・事業所の結果 

＜調査票の回収率＞ 

回収率：37.8％（配布数：135件、回収数：51件） 

 

＜調査結果利用上の注意＞ 

・各設問の集計母数（回答者数）は「n=」で示しています。 

・回答率は百分比の小数点第２位を四捨五入しているので、合計が100％にならない場合があります。 

・複数回答の設問は、回答比率の合計が100.0％を上回ったり、下回ることがあります。 

 

１．サービス種別 

「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」の割合（17.6％）が最も高く、次が「訪問介護」（15.7％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.6%

15.7%

9.8%

9.8%

7.8%

7.8%

5.9%

5.9%

5.9%

3.9%

3.9%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20%

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

訪問介護

通所介護

地域密着型通所介護

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

訪問看護

介護老人保健施設

特定施設入居者生活介護（介護付有料老人ホーム）

特別養護老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

小規模多機能型居宅介護

ケアハウス

養護老人ホーム

訪問入浴介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

看護小規模多機能型居宅介護

介護医療院

サービス付高齢者住宅

n=51
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２．施設・事業所に必要な人員の充足状況 

『充足している』（「十分に充足している」と「やや充足している」の計：以下同じ）の割合は51.0％で、『不足

している』（「やや不足している」と「大幅に不足している」の計：以下同じ）は49.0％となっており、『充足してい

る』が『不足している』をわずかに上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．介護人材の不足で生じている課題（２で『不足している』と回答した事業所） 

上位の3項目は、「職員の高齢化が進んでいる」の割合（56.0％）が最も高く、次いで「職員の精神的負担

（ストレス）が増加している」（36.0％）、「若い担い手が定着しない」（28.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

21.6%

29.4%

35.3%

13.7%

0% 20% 40%

十分に充足している

やや充足している

やや不足している

大幅に不足している n=51

56.0%

36.0%

28.0%

24.0%

24.0%

24.0%

20.0%

20.0%

20.0%

12.0%

4.0%

0.0%

8.0%

0% 20% 40% 60%

職員の高齢化が進んでいる

職員の精神的負担（ストレス）が増加している

若い担い手が定着しない

職員の残業時間が増えている

職員が有給休暇等の取得が難しい

家庭生活に配慮した勤務シフトが組みにくい

職場のリーダーが育ちにくい

新規利用者の受け入れを制限している

介護サービスの質が低下している

職員の研修・教育が十分に実施できない

採用にかかる費用（人材紹介手数料等）が増加している

介護人材の不足により生じている課題はない

その他
n=51
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４．採用に関する課題 

上位の3項目は、全体では「応募者数が不足している」の割合（78.4％）が最も高く、次いで「賃金や待遇

面で他施設と競争が難しい」（56.9％）、「勤務条件（勤務時間・シフトなど）が応募者の希望に合わない」

（35.3％）となっています。 

人材の充足状況別では、「充足している事業所」、「不足している事業所」ともに上位の3項目は全体とほ

ぼ同じとなっています。このような中で、「不足している事業所」の割合が「充足している事業所」を大きく上回

っているのは、「勤務条件（勤務時間・シフトなど）が応募者の希望に合わない」、「応募者数が不足している」

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.4%

56.9%

35.3%

17.6%

15.7%

9.8%

3.9%

0.0%

65.4%

53.8%

19.2%

15.4%

11.5%

19.2%

3.8%

0.0%

92.0%

60.0%

52.0%

20.0%

20.0%

0.0%

4.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

応募者数が不足している

賃金や待遇面で他施設と競争が難しい

勤務条件（勤務時間・シフトなど）が応募者の希望に合わない

広報・求人活動が十分にできていない

応募者の経験・スキルが不足している

特に課題は感じていない

採用面接や選考にかける時間・人手が不足している

その他

全体

（n=51）

人材が充足している事業所

（n=26）

人材が不足している事業所

（n=25）
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５．人材定着に関する課題 

上位の3項目は、全体では「賃金・待遇に不満がある」の割合（54.9％）が最も高く、次いで「仕事の負担や

ストレスが大きい」（51.0％）、「職場環境（設備や労働環境）が整っていない」（27.5％）となっています。 

人材の充足状況別では、「充足している事業所」、「不足している事業所」ともに上位の3項目は全体とほ

ぼ同じとなっています。このような中で、「充足している事業所」と「不足している事業所」の割合の差が大き

い（10ポイント以上）項目は、「充足している事業所」＞「不足している事業所」では、「キャリアアップや研修

の機会が不足している」と「特に課題は感じていない」となっています。「不足している事業所」＞「充足してい

る事業所」では、「賃金・待遇に不満がある」、「仕事の負担やストレスが大きい」、「職場環境（設備や労働環

境）が整っていない」、「長時間労働や夜勤が多い」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.9%

51.0%

27.5%

23.5%

15.7%

13.7%

11.8%

9.8%

2.0%

46.2%

42.3%

19.2%

30.8%

15.4%

19.2%

3.8%

7.7%

0.0%

64.0%

60.0%

36.0%

16.0%

16.0%

8.0%

20.0%

12.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

賃金・待遇に不満がある

仕事の負担やストレスが大きい

職場環境（設備や労働環境）が整っていない

キャリアアップや研修の機会が不足している

離職率が高い

特に課題は感じていない

長時間労働や夜勤が多い

職場の人間関係が悪い

その他

全体

（n=51）

人材が充足している事業所

（n=26）

人材が不足している事業所

（n=25）
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６．人材確保に関して市に期待するサポート内容 

上位の3項目は、全体では「介護職員の資格取得やスキルアップのための研修・講座の提供」の割合

（74.5％）が最も高く、次いで「職場環境改善のための助成金や補助金の支給」（62.7％）、「介護職員の処

遇改善（賃金引上げ等）に関する支援・助言」（60.8％）となっています。 

人材の充足状況別では、「充足している事業所」、「不足している事業所」ともに上位の3項目は全体とほ

ぼ同じとなっています。このような中で、「不足している事業所」の割合が「充足している事業所」を大きく上回

っているのは、「新規採用者向けの就職支援・相談窓口の設置」、「求人情報の広報支援（市の広報誌やウ

ェブサイトでの求人掲載など）」、「若年層や未経験者の介護職への就職促進キャンペーンの実施」、「職場

環境改善のための助成金や補助金の支給」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.5%

62.7%

60.8%

19.6%

19.6%

17.6%

11.8%

11.8%

3.9%

3.9%

73.1%

57.7%

61.5%

7.7%

23.1%

11.5%

3.8%

11.5%

3.8%

3.8%

76.0%

68.0%

60.0%

32.0%

16.0%

24.0%

20.0%

12.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

介護職員の資格取得やスキルアップのための

研修・講座の提供

職場環境改善のための助成金や補助金の支給

介護職員の処遇改善（賃金引上げ等）に関する

支援・助言

新規採用者向けの就職支援・相談窓口の設置

地域住民や学生への介護職の魅力発信支援

若年層や未経験者の介護職への就職促進キャ

ンペーンの実施

求人情報の広報支援（市の広報誌やウェブサイ

トでの求人掲載など）

採用説明会や合同企業説明会の開催支援

離職防止のためのメンタルヘルスケアや相談

体制の充実

その他

全体

（n=51）

人材が充足している事業所

（n=26）

人材が不足している事業所

（n=25）
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Ⅱ 通所・施設サービス職員の結果 

＜調査票の回収数＞ 

回収数：201件 

 

＜調査結果利用上の注意＞ 

・各設問の集計母数（回答者数）は「n=」で示しています。 

・回答率は百分比の小数点第２位を四捨五入しているので、合計が100％にならない場合があります。 

・複数回答の設問は、回答比率の合計が100.0％を上回ったり、下回ることがあります。 

 

１．勤務先の事業所の種別 

「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」の割合（30.3％）が最も高く、次が「通所介護」（23.4％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.3%

23.4%

16.9%

11.9%

10.9%

2.5%

1.5%

1.0%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.0%

0% 20% 40%

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

通所介護

地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

介護老人保健施設

住宅型有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

特定施設入居者生活介護（介護付有料老人ホーム）

サービス付高齢者住宅

介護医療院

養護老人ホーム

ケアハウス

無回答
n=201
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２．現在の勤務先の事業所での勤務年数 

「3～5年未満」の割合（32.8％）が最も高く、次が「10年以上」（25.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．資格の取得、研修の修了の状況 

「介護福祉」の割合（63.2％）が最も高く、他を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

13.9%

14.9%

32.8%

10.9%

25.9%

1.5%

0% 20% 40%

1年未満

1～3年未満

3～5年未満

5～10年未満

10年以上

無回答
n=201

63.2%

18.4%

14.9%

12.4%

8.0%

5.5%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80%

介護福祉

看護師

介護職員初任者研修修了

准看護師

介護職員実務者研修修了

該当しない

その他
n=201



8 

４．雇用形態 

「常勤職員」が約8割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．性別 

「女性」が約9割でほとんどとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．年齢 

「50代」の割合（28.9％）が最も高く、次が「40代」（25.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.6%

21.9%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤職員

非常勤職員

無回答
n=201

12.4%

87.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性 n=201

0.5%

6.0%

15.9%

25.9%

28.9%

16.9%

5.5%

0.5%

0% 20% 40%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

無回答

n=201
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７．介護職員として働く中で魅力を感じること 

上位の3項目は、「利用者や家族から感謝されること」の割合（52.2％）が最も高く、次いで「人の役に立っ

ている実感が持てること」（42.8％）、「職場の人間関係が良好で働きやすいこと」（40.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.2%

42.8%

40.8%

36.3%

29.9%

29.9%

22.4%

15.4%

13.9%

8.0%

6.5%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

利用者や家族から感謝されること

人の役に立っている実感が持てること

職場の人間関係が良好で働きやすいこと

仕事を通じて専門的な知識や技術が身につくこと

安定した雇用や給与があること

勤務時間やシフトの柔軟性があること

チームで協力して仕事を進めることができること

職場の福利厚生が充実していること

地域社会に貢献できること

キャリアアップや資格取得の支援があること

特になし

その他
n=201
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８．介護職員として働く中で不満に感じること 

割合が半数を上回っている項目は、「休暇が取りにくい」の割合（86.5％）が最も高く、次いで「勤務時間が

長い」（65.4％）、「利用者やその家庭との人間関係」（61.5％）、「給与が低い（業務量と見合わない）」

（59.6％）、「社会的評価が低いと感じる」（55.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

86.5%

65.4%

61.5%

59.6%

55.8%

46.2%

42.3%

38.5%

36.5%

21.2%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休暇が取りにくい

勤務時間が長い

利用者やその家庭との人間関係

給与が低い（業務量と見合わない）

社会的評価が低いと感じる

身体的・精神的に仕事がきつい

キャリアアップの機会が不十分

身内のケア（介護・看護・育児等）との両立が難しい

職場の人間関係

特にない

その他

n=201
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Ⅲ 訪問介護を行う介護職員の結果 

＜調査票の回収数＞ 

回収数：16件 

 

＜調査結果利用上の注意＞ 

・各設問の集計母数（回答者数）は「n=」で示しています。 

・回答率は百分比の小数点第２位を四捨五入しているので、合計が100％にならない場合があります。 

・複数回答の設問は、回答比率の合計が100.0％を上回ったり、下回ることがあります。 

 

１．勤務先の事業所の種別 

「訪問介護（訪問型サービスを含む）」の割合（100.0％）で、回答者全員となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．現在の勤務先の事業所での勤務年数 

「10年以上」の割合（43.8％）が最も高くなっています。 

 

 

 

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問介護（訪問型サービスを含む）

訪問入浴介護

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 n=16

6.3%

18.8%

12.5%

12.5%

43.8%

6.3%

0% 20% 40% 60%

1年未満

1～3年未満

3～5年未満

5～10年未満

10年以上

無回答
n=16
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３．資格の取得、研修の修了の状況 

「介護福祉士」の割合（68.8％）が最も高く、他を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．雇用形態 

「常勤職員」の割合が約8割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．性別 

「女性」の割合が約8割となっています。 

 

 

 

 

68.8%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

介護福祉士

看護師

保健師

社会福祉士

社会福祉主事

主任介護支援専門員

介護支援専門員
n=16

81.3%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤職員

非常勤職員 n=16

18.8%

81.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性 n=16
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６．年齢 

「50代」の割合（43.8％）が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．1週間あたりの平均労働時間 

「40～49時間」の割合（56.3％）が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

0.0%

0.0%

0.0%

31.3%

43.8%

25.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

無回答

n=16

31.3%

6.3%

56.3%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80%

20時間未満

30～39時間

40～49時間

50～59時間 n=16
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８．介護職員として働く中で魅力を感じること 

上位の3項目は、「利用者や家族から感謝されること」の割合（68.8％）が最も高く、次いで「人の役に立っ

ている実感が持てること」と「仕事を通じて専門的な知識や技術が身につくこと」（ともに43.8％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

68.8%

43.8%

43.8%

31.3%

31.3%

31.3%

25.0%

25.0%

25.0%

12.5%

12.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

利用者や家族から感謝されること

人の役に立っている実感が持てること

仕事を通じて専門的な知識や技術が身につくこと

職場の人間関係が良好で働きやすいこと

地域社会に貢献できること

チームで協力して仕事を進めることができること

安定した雇用や給与があること

勤務時間やシフトの柔軟性があること

職場の福利厚生が充実していること

キャリアアップや資格取得の支援があること

特になし

その他
n=16
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９．介護職員として働く中で不満に感じること 

上位の3項目は、「身体的・精神的に仕事がきつい」と「給与が低い（業務量と見合わない）」の割合（ともに

50.0％）が最も高く、次いで「休暇が取りにくい」（43.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.0%

50.0%

43.8%

37.5%

25.0%

25.0%

25.0%

12.5%

6.3%

12.5%

0.0%

0% 20% 40% 60%

身体的・精神的に仕事がきつい

給与が低い（業務量と見合わない）

休暇が取りにくい

社会的評価が低いと感じる

勤務時間が長い

職場の人間関係

利用者やその家庭との人間関係

身内のケア（介護・看護・育児等）との両立が難しい

キャリアアップの機会が不十分

特にない

その他

n=16
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Ⅳ 介護支援専門員、予防給付・総合事業ケアプラン作成者の結果 

＜調査票の回収数＞ 

回収数：52件 

 

＜調査結果利用上の注意＞ 

・各設問の集計母数（回答者数）は「n=」で示しています。 

・回答率は百分比の小数点第２位を四捨五入しているので、合計が100％にならない場合があります。 

・複数回答の設問は、回答比率の合計が100.0％を上回ったり、下回ることがあります。 

 

１．勤務先の事業所の種別 

「地域包括支援センター」の割合（50.0％）が最も高く、次が「居宅介護支援事業所」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．他に保有している資格 

上位の3項目は、「介護福祉士」の割合（51.9％）が最も高く、次が「介護支援専門員」（48.1％）、「主任介

護支援専門員」（35.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

50.0%

44.2%

3.8%

1.9%

0% 20% 40% 60%

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護
n=52

51.9%

48.1%

36.5%

25.0%

23.1%

19.2%

3.8%

1.9%

0% 20% 40% 60%

介護福祉士

介護支援専門員

主任介護支援専門員

看護師

社会福祉士

社会福祉主事

保健師

その他
n=52
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３．雇用形態 

「常勤職員」がほとんどとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．性別 

「女性」の割合が約8割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．年代 

「40代」、「50代」、「60代」がそれぞれ3割前後となっています。 

 

 

 

 

 

98.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤職員

非常勤職員 n=52

21.2%

76.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

無回答
n=52

1.9%

1.9%

7.7%

19.2%

13.5%

19.2%

7.7%

21.2%

7.7%

0% 20% 40%

20代後半

30代前半

30代後半

40代前半

40代後半

50代前半

50代後半

60代前半

60代後半

n=52
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６．現在の勤務先の事業所での勤務年数 

「5～10年」の割合（36.5％）が最も高く、次が「1～3年未満」（26.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．1週間あたりの平均労働時間 

「40～49時間」の割合（82.7％）が最も高く、他を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

3.8%

26.9%

11.5%

36.5%

17.3%

3.8%

0% 20% 40%

1年未満

1～3年未満

3～5年未満

5～10年未満

10年以上

無回答
n=52

3.8%

1.9%

3.8%

82.7%

5.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20時間未満

20～29時間

30～39時間

40～49時間

50～59時間

無回答
n=52
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８．月当たりの残業時間 

「月に5時間未満」の割合（32.7％）が最も高く、次が「ほとんどない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．年間の休日・休暇の取得状況 

「ほぼ毎月取得できている」の割合（76.9％）が最も高く、約8割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．仕事による身体的・精神的ストレスの程度 

「時々感じている」の割合（40.4％）が最も高くなっています。また、「常に感じている」は約3割となっていま

す。 

 

26.9%

32.7%

13.5%

9.6%

7.7%

3.8%

3.8%

1.9%

0% 20% 40%

ほとんどない

月に5時間未満

月に5～10時間

月に10～15時間

月に15時間～20時間

月に20～25時間

月に25～30時間

月に30時間以上

n=52

76.9%

21.2%

0.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

ほぼ毎月取得できている

時々取得できている

ほとんど取得できていない

無回答 n=52

3.8%

26.9%

40.4%

28.8%

0% 20% 40% 60%

ほとんど感じない

しばしば感じている

時々感じている

常に感じている n=52
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１１．利用者や家族からの対応に苦慮する要望やクレームの程度 

「時々ある」の割合（57.7％）が最も高く、約6割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.7%

57.7%

9.6%

0% 20% 40% 60%

ほとんどない

時々ある

頻繁にある n=52
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１２．支援できる家族や友人知人がいなかったため、本来は介護支援専門員等の業務範囲ではな

いと思うものを対応をした経験 

割合が半数を上回っている項目は、「利用者の安否確認（見守り支援含む）」の割合（78.8％）が最も高く、

次いで「介護保険制度上で対応できなかった時の通院介助」「利用者の怪我等によるトラブルを原因とする

緊急訪問」（ともに61.5％）、「利用者の入退院時の生活用品等の調達」（59.6％）、「利用者の介護保険制度

以外の相談」（57.7％）、「介護保険制度上では対応できない生活支援（買い物、銀行等の手続、粗大ごみ

の対応等）」（55.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

78.8%

61.5%

61.5%

59.6%

57.7%

55.8%

48.1%

44.2%

38.5%

26.9%

25.0%

23.1%

19.2%

19.2%

1.9%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80%

利用者の安否確認（見守り支援含む）

介護保険制度上で対応できなかった時の通院介助

利用者の怪我等によるトラブルを原因とする緊急訪問

利用者の入退院時の生活用品等の調達

利用者の介護保険制度以外の相談

介護保険制度上では対応できない生活支援（買い物、

銀行等の手続、粗大ごみの対応等）

高頻度・長時間の電話対応

利用者の介護保険制度以外の行政上の手続き支援

利用者のことではない家族からの相談

介護業務

利用者の入退院時の医療機関の手続き支援

救急車への同乗

認知症・身寄りのない利用者への意思決定支援（ケア

プラン内容を除く）

利用者の災害発生または災害の危機が迫った時の警

戒の呼びかけや避難支援

ペット・植物の世話

その他 n=52
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１３．近年、利用者の状況やニーズで特に変化を感じる点 

割合が半数を上回っている項目は、「身寄りのないまたは家族等と疎遠の関係の高齢者の増加」の割合

（86.5％）が最も高く、次いで「高齢者夫婦のみの世帯の増加」（65.4％）、「移動・買い物支援を必要とする高

齢者の増加」（61.5％）、「コミュニティ・地域とつながりのない高齢者の増加」（59.6％）、「見守りサービスを必

要とする高齢者の増加」（55.8％）、「成年後見・身元保証を必要とする高齢者の増加」「施設入所を希望する

高齢者や家族介護者が増加」（ともに50.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

86.5%

65.4%

61.5%

59.6%

55.8%

50.0%

50.0%

46.2%

42.3%

38.5%

38.5%

38.5%

36.5%

25.0%

21.2%

15.4%

9.6%

9.6%

5.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身寄りのないまたは家族等と疎遠の関係の高齢者の増加

高齢者夫婦のみの世帯の増加

移動・買い物支援を必要とする高齢者の増加

コミュニティ・地域とつながりのない高齢者の増加

見守りサービスを必要とする高齢者の増加

成年後見・身元保証を必要とする高齢者の増加

施設入所を希望する高齢者や家族介護者が増加

引きこもり高齢者の増加

サービス利用拒否をする利用者の増加

衛生・生活環境への支援を必要とする高齢者の増加

在宅医療や訪問看護との連携が必要な高齢者が増加

医療・介護・生活困窮等の複合課題を抱える高齢者が増加

ゴミ出し支援を必要とする高齢者の増加

看取り・ACP（アドバンス・ケア・プランニング）を必要とする

高齢者の増加

居住支援を必要とする高齢者の増加

ネグレクト・虐待を受ける高齢者の増加

終活支援を必要とする高齢者の増加

災害時支援を必要としない（拒否する）高齢者の増加

詐欺被害を受ける高齢者の増加

その他
n=52
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１４．介護支援専門員等の「法定業務範囲内ではないこと」に関して、相談窓口が設置されるとし

た場合、相談したい内容 

割合が半数を上回っている項目は、「生活支援サービスの拡充（例：買い物代行、掃除・洗濯支援）」の割

合（65.4％）が最も高く、次いで「介護人材の確保・育成の強化」（63.5％）、「多様な利用者ニーズへの対応

強化（単身世帯・身寄りのない高齢者等）」（61.5％）、「介護報酬の適正化・見直し」（51.9％）、「訪問介護の

充実」（50.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.4%

63.5%

61.5%

51.9%

50.0%

44.2%

34.6%

34.6%

32.7%

32.7%

30.8%

28.8%

25.0%

19.2%

13.5%

11.5%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

生活支援サービスの拡充（例：買い物代行、掃除・洗濯

支援）

介護人材の確保・育成の強化

多様な利用者ニーズへの対応強化（単身世帯・身寄り

のない高齢者等）

介護報酬の適正化・見直し

訪問介護の充実

認知症ケアの強化

医療的ケア・医療連携の推進

緊急時対応・災害時の介護体制強化

介護予防・リハビリテーションの充実

介護サービスの質の向上

ICTの活用促進による業務効率化

利用者負担の軽減

家族等介護者の就労継続支援（例：介護休業支援、短

時間勤務制度の活用促進）

地域包括ケアシステムの実効性向上（例：多職種連携

の強化）

住まいの多様化・環境整備（バリアフリー含む）

研修制度の充実・研修機会の拡大

その他 n=52


